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１．個人金融資産残高（07 年 4-6 月期末）：過去最高を更新 

07 年 4-6 月期資金循環統計～個人金融資産は過去最高を更新
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07 年 4-6 月期末の個人金融資産残高は、1-3 月期から 22 兆円増の 1,555 兆円と過去最高

を更新した（図表 1）。 
残高では、現金・預金が 778 兆円で個人金融資産全体に占める割合が約 50％とウェート

が高いが、図表 2 のように貯蓄と投資に分けてみると、確実に投資への動きが続いている

ことが確認できる。 
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（図表2）　貯蓄、投資が個人金融資産全体に占める割合

（年/四半期）
（注）貯蓄とは現預金（除く外貨預金）、投資とは外貨預金、有価証券、対外証券投資の合計
（資料）日本銀行
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（図表1）　家計の金融資産残高（兆円）

（注）債券＝株式以外の証券-投資信託
（資料）日本銀行 (年度末） （四半期末）

 

２．フローの動き：現金・預金が 04 年 7-9 月期以来のプラスに 

 増加の内訳を見ると（時価の増減を除き、4 四半期累計での金額）、増加が大きいのは投

資信託（13.9 兆円）、保険・年金準備金（9.9 兆円）となっている。一方減少が大きいのは

株式・出資金（マイナス 4.1 兆円）となっている（図表 3）。 
現金・預金は 2004 年 7-9 月期以来のプラスに転じた（時価の増減を除き、4 四半期累計

での金額）。 
定期預金（マイナス 2.2 兆円）、外貨預金（マイナス 0.7 兆円）は減少したが、流動性預

金が 6.2 兆円と大きく増加している（図表 4）。 
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 証券（投信信託を除く株式・出資金以外の証券）の動きでは、引き続き金融債、信託受

益権、事業債からの資金流出が続く。一方国債への流入はプラスが続いているが、流入額

は縮小傾向が続いている（図表 5）。 
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（注1）数値は時価の変動を除くベース、4四半期累計額
（注2）債券＝株式以外の証券-投資信託
（資料）日本銀行
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（図表3）　家計の金融資産残増減
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（注）数値は時価の変動を除くベース、4四半期累計額
（資料）日本銀行 （年/四半期）

（兆円）
（図表4）　現金・預金の増減
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（兆円） （図表5）　株式・出資金出資証券（除く投信）の増減

（注1）数値は時価の変動を除くベース、4四半期累計額
（注2）債券＝株式以外の証券-投資信託
（資料）日本銀行 (年/四半期）  
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